
は
じ
め
に

　

こ
の
一
年
、
仙
北
市
は
大
き
な
災
害
や

事
故
も
な
く
、
第
2
次
総
合
計
画
や
総
合

戦
略
、
地
方
創
生
特
区
な
ど
、
施
策
の
充

実
に
向
け
た
取
り
組
み
に
専
念
で
き
た
一

年
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
現
下
の
国
際
情

勢
は
荒
波
に
突
入
す
る
前
夜
と
い
っ
た
状

況
で
す
。
複
数
の
国
々
で
、
内
向
き
な
自

国
最
優
先
政
策
を
主
張
す
る
政
党
や
指
導

者
が
、
多
く
の
国
民
の
支
持
を
得
る
傾
向

が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
事
態

を
危
う
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
偏
狭
的
な

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
国
際
紛
争
の
温
床
に

な
り
、
テ
ロ
リ
ス
ト
に
と
っ
て
は
格
好
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
新
大
統

領
が
発
す
る
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
一
喜
一
憂
し

た
り
、
イ
ギ
リ
ス
首
相
の
単
一
市
場
か
ら

の
完
全
離
脱
発
言
、
韓
国
の
大
統
領
弾
劾
、

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
や
要
人
の

殺
害
事
案
な
ど
、
好
ま
し
く
な
い
変
革
を

予
感
さ
せ
る
動
き
が
増
し
て
い
ま
す
。
仙

北
市
と
関
係
の
深
い
台
湾
と
の
交
流
一
つ

を
と
っ
て
も
、
対
中
国
・
対
ア
メ
リ
カ
・

対
ロ
シ
ア
外
交
の
行
方
を
注
視
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
海
の
向
こ
う
の
「
さ
ざ
波
」

が
、
仙
北
市
に
大
き
な
波
動
と
な
り
押
し

寄
せ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
日
夜
の

情
報
収
集
と
対
策
に
緊
張
感
を
持
っ
て
あ

た
り
ま
す
。

「
常
に
挑
戦
」
を
信
条
に

　

一
方
で
、
最
近
は
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が

続
き
ま
し
た
。
仙
北
市
が
先
人
よ
り
受
け

継
い
だ
歴
史
や
文
化
が
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
平
成
29
年
度
は
、
こ
れ
ら
歴
史

や
文
化
遺
産
に
加
え
、
世
界
最
先
端
技
術

の
移
入
を
図
り
、
人
口
減
少
対
策
に
有
益

な
政
策
に
は
躊
躇
し
な
い
で
取
り
組
み
ま

す
。
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
、
移
住
・
定
住
し
た
い
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
と
共
に
進
め
、
在
職
2
期
目
最
後
の

年
を
フ
ル
ス
ピ
ー
ド
で
、
ま
た
常
に
挑
戦

を
信
条
に
市
政
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。

総
合
計
画
・
総
合
戦
略

策
定
か
ら
1
年
を
終
え
て

　

主
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。
平
成
29
年
度
は
第
2
次
総
合
計

画
・
総
合
戦
略
の
策
定
か
ら
1
年
が
経
過

し
、
実
施
し
た
施
策
に
つ
い
て
効
果
確
認
を

行
い
、
検
証
・
評
価
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策

の
有
効
性
を
確
認
し
ま
す
。
特
に
総
合
戦
略

の
基
本
目
標
に
掲
げ
た
産
業
振
興
、
移
住
・

定
住
、
少
子
化
対
策
に
向
け
た
施
策
に
つ
い

て
は
、
計
画
期
間
が
限
定
さ
れ
、
即
効
性
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
重
要
業
績
評

価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ)

に
基
づ
き
、
総
合
政
策

審
議
会
の
ご
意
見
、
総
合
戦
略
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
等
の
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
着
実

に
効
果
が
表
れ
る
施
策
と
す
る
た
め
の
改

善
を
行
い
ま
す
。
目
標
を
確
実
に
実
現
す
る

た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
作
業
が
最
も
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

庁
舎
整
備
推
進
の
ビ
ジ
ョ
ン

　

長
年
懸
案
と
な
っ
て
き
た
庁
舎
整
備
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
と
経
過
を

踏
ま
え
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
合
併
特
例

債
の
有
効
活
用
を
視
野
に
入
れ
、
集
約
型

角
館
庁
舎
の
改
築
と
、
今
後
も
活
用
す
る

田
沢
湖
・
西
木
庁
舎
の
改
修
等
、
整
備
計

画
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ
は
今
後

の
仙
北
市
に
明
る
い
未
来
を
拓
く
た
め
、

避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
命
題
で
す
。

様
々
な
思
い
は
真
摯
に
受
け
止
め
ま
す
。

し
か
し
、
平
成
29
年
度
に
角
館
庁
舎
の
調

査
・
設
計
業
務
、
平
成
30
～
31
年
度
で
建

設
工
事
、
平
成
32
年
度
で
田
沢
湖
・
西
木

両
庁
舎
の
改
修
等
を
行
っ
て
、
合
併
特
例

債
の
発
行
期
限
に
や
っ
と
ギ
リ
ギ
リ
な
状

況
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

角
館
総
合
病
院
が
移
転
開
業

　

角
館
総
合
病
院
の
移
転
改
築
に
つ
い
て

は
、
4
月
1
日
の
開
業
に
向
け
着
実
に
準

備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は

大
変
お
待
た
せ
し
ま
し
た
が
、
新
病
院
で

の
外
来
診
療
は
4
月
3
日
の
開
始
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
文
字
通
り
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
あ
ふ
れ
る
職
員
や
病
院
を
支
え
る
協

力
者
が
、
充
実
し
た
医
療
機
器
を
駆
使
し

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
と
は
次
元
の
違
う
安

心
を
皆
様
に
お
届
け
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
道
岩
瀬
北
野
線
の
開
通

は
お
盆
前
後
と
な
り
ま
す
が
、
病
院
へ
の

ア
ク
セ
ス
は
も
と
よ
り
、
国
道
46
号
と

１
０
５
号
の
ア
ク
セ
ス
も
格
段
に
向
上
す

る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

田
沢
湖
再
生
の
新
拠
点
に
期
待

　

田
沢
湖
畔
大
沢
地
区
に
建
設
中
の
「
田

沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
」
は
、
7
月
1
日

の
開
業
と
な
る
見
込
み
で
す
。
新
た
に
市

が
運
営
す
る
「
思
い
出
の
潟
分
校
」
と
連

携
し
、
田
沢
湖
の
歴
史
や
文
化
の
紹
介
や
、

世
界
の
知
見
を
広
く
集
め
、
田
沢
湖
再
生

の
活
動
拠
点
と
し
て
そ
の
役
割
を
果
た
し

ま
す
。

「
特
区
」
だ
か
ら
で
き
る

新
た
な
産
業
の
掘
り
起
こ
し
を

　

地
方
創
生
・
近
未
来
技
術
実
証
特
区
に

つ
い
て
は
、
地
域
振
興
に
有
効
な
新
た
な

規
制
緩
和
を
検
討
し
な
が
ら
、
温
泉
活
用

に
よ
る
市
民
の
健
康
維
持
・
増
進
、
観
光

客
の
増
加
、
さ
ら
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
も

有
効
な
取
り
組
み
と
な
り
得
る
ヘ
ル
ス
ケ

ア
事
業
推
進
の
た
め
、「
仙
北
市
次
世
代

ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、

湯
治
文
化
の
再
創
造
と
、
住
民
参
加
型
の

産
業
を
興
す
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
地
域
資
源
を
活
か
し
、
市
内

に
新
た
な
経
済
活
動
を
生
み
出
す
「
ロ
ー

カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
の
人
材
確
保
、
近
未

来
技
術
を
活
用
し
た
産
業
創
出
を
強
力
に

支
援
し
、
産
業
構
造
の
転
換
と
若
者
の
雇

用
創
出
を
推
進
し
ま
す
。

豊
富
な
観
光
資
源
を
存
分
に
活
用

　
「
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
」
の
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
登
録
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ

リ
ー
ン
ガ
イ
ド
へ
の
掲
載
で
、
知
名
度
の
向

上
や
外
国
人
観
光
客
増
加
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
運
を
逃
す
こ
と
な

く
観
光
施
策
の
強
化
を
行
い
ま
す
。
曳
山
を

通
年
展
示
し
、
そ
の
歴
史
・
文
化
を
次
代
に

伝
え
な
が
ら
、
観
光
客
の
皆
様
に
も
お
祭
り

の
背
景
を
理
解
い
た
だ
け
る
施
設
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
火
除
け
地
復
元
に

向
け
た
調
査
も
開
始
し
ま
す
。
観
光
資
源

の
主
力
と
い
え
る
温
泉
の
魅
力
向
上
の
た

め
、
市
内
温
泉
施
設
の
引
湯
管
の
新
設
・

改
修
等
へ
の
補
助
制
度
も
創
設
し
ま
す
。

農
家
民
宿
の
外
国
人
宿
泊
客
数
が
千
人
を

超
え
る
な
ど
、
さ
ら
に
増
加
が
予
想
さ
れ

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
で
は
、
案
内
表
示

等
の
多
言
語
化
、
2
次
ア
ク
セ
ス
の
整
備
、

大
仙
市
・
美
郷
町
と
連
携
し
た
サ
イ
ク
リ

ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
に
着
手
し
、
併
せ
て

専
門
人
材
の
確
保
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
国
際
温
泉
会
議
や
国
際
合

気
道
競
技
大
会
な
ど
の
国
際
会
議
・
大
会

の
開
催
を
は
じ
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
学

会
の
誘
致
活
動
を
進
め
ま
す
。

福
祉
政
策
の
さ
ら
な
る
充
実
化
を

　

福
祉
の
充
実
は
、
自
治
体
に
と
っ
て
人

口
減
少
や
定
住
促
進
に
影
響
す
る
重
要
な

分
野
で
す
。
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
、
出
産
祝
い
金
、
住
宅
取
得
支
援
制
度
、

第
2
子
以
降
の
保
育
料
全
額
助
成
な
ど
、

こ
れ
ま
で
も
議
会
の
ご
指
摘
を
い
た
だ
き

な
が
ら
実
現
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
未
だ

十
分
と
は
い
え
な
い
状
況
で
す
。
来
年
度

は
障
が
い
者
の
通
所
支
援
を
新
設
し
ま

す
。
ま
た
、
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
（
か
つ
ら
）

や
乳
房
パ
ッ
ト
の
補
正
具
購
入
費
助
成
も

始
め
ま
す
。

　

最
近
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
公
共
交
通
を
利
用

さ
れ
る
市
民
の
皆
様
や
、
増
加
傾
向
に
あ

る
免
許
を
返
納
さ
れ
た
皆
様
の
移
動
手
段

を
確
保
す
る
た
め
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
地

域
公
共
交
通
網
の
整
備
を
細
や
か
に
進
め

ま
す
。

　

こ
の
4
月
に
は
、
改
修
を
終
え
た
西
木

温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
ク
リ
オ
ン
の
温
泉

プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
運
動
不
足

解
消
の
た
め
の
水
泳
教
室
、
体
力
維
持
の

た
め
の
健
康
体
操
な
ど
、
多
様
な
用
途
で

の
活
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
メ

タ
ボ
予
防
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ダ
イ
エ
ッ

ト
な
ど
の
各
教
室
の
開
催
や
、
後
期
高
齢

者
介
護
予
防
推
進
事
業
を
実
施
し
、
市
民

の
健
康
増
進
を
支
え
ま
す
。
高
齢
者
の
温

泉
入
浴
無
料
制
度
も
、
実
現
に
向
け
検
討

中
で
す
。

特
色
あ
る
農
林
業
を
目
指
し
て

　

農
林
業
に
つ
い
て
で
す
。
国
は
、
平
成

30
年
産
米
以
降
の
生
産
数
量
目
標
配
分
の

廃
止
、
コ
メ
の
直
接
支
払
交
付
金
の
廃
止

を
示
し
て
い
ま
す
。
制
度
の
変
更
が
農
業

所
得
へ
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
の
か
、
地

域
経
済
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
最
大
の
注

意
を
払
い
な
が
ら
国
の
動
向
を
見
守
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
施
策
の
大
き
な
方
向
付

け
は
、
ほ
場
の
大
型
化
に
よ
る
生
産
基
盤

の
整
備
と
、
コ
メ
依
存
型
農
業
か
ら
の
脱

却
で
す
。
薬
用
作
物
の
産
地
化
に
つ
い
て

は
、
株
式
会
社
ツ
ム
ラ
・
仙
北
市
薬
草
生

産
組
合
・
仙
北
市
で
、「
薬
用
植
物
栽
培
の

促
進
に
関
す
る
連
携
覚
書
」
を
締
結
し
ま

し
た 

。
ま
た
、
伝
統
野
菜
が
経
済
作
物
レ

ベ
ル
で
活
用
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進

め
、
女
性
農
業
者
の
活
動
を
支
援
し
、
リ
ー

ダ
ー
育
成
に
よ
り
6
次
産
業
化
の
推
進
を

図
る
支
援
制
度
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
さ
ら

に
農
業
へ
の
先
進
技
術
導
入
の
た
め
、
農

業
用
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
操
縦
資
格
の
取
得

に
関
す
る
経
費
支
援
も
提
案
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
多
方
面
の
新
規
政
策
で
、
新

規
就
農
や
担
い
手
確
保
を
図
り
、
外
的
な

要
因
に
影
響
さ
れ
な
い
特
色
の
あ
る
農
林

業
を
目
指
し
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

社
会
資
本
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
老
朽

化
し
た
橋
梁
や
公
共
施
設
の
改
修
は
、
財

源
を
確
保
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。
落
合
球

場
に
つ
い
て
は
、
給
水
管
工
事
と
施
設
改

修
調
査
と
基
本
設
計
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

上
下
水
道
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
未
普
及

地
域
の
解
消
を
目
指
し
、
事
業
を
展
開
し

ま
す
。

合
宿
誘
致
と
地
元
選
手
の
育
成
を

　

ス
ポ
ー
ツ
関
連
で
は
、
２
０
２
０
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
、
合
宿
の
誘
致
に

向
け
た
活
動
に
力
を
入
れ
な
が
ら
、
新
た

に
ア
ス
リ
ー
ト
合
宿
誘
致
や
モ
ー
グ
ル
競

技
の
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の
育
成
を
推
進
す
る

ジ
ュ
ニ
ア
キ
ャ
ン
プ
の
開
催
な
ど
を
通

し
、
同
時
進
行
で
地
元
選
手
の
育
成
を
図

り
ま
す
。

よ
り
よ
い
教
育
環
境
の
整
備

　

教
育
分
野
で
は
、
学
校
適
正
配
置
の
検
討

を
進
め
る
と
と
も
に
、
総
合
体
育
館
の
整
備

検
討
を
さ
ら
に
深
め
、
そ
の
基
本
計
画
を

作
成
し
ま
す
。
ま
た
、
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー

の
建
設
に
向
け
、
市
議
会
と
協
議
の
上
、

必
要
な
作
業
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ま
す
。

市
民
と
共
に
、
地
域
と
共
に
。

平
成
29
年
度
施
政
方
針

平
成
29
年
2
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
第
1
回
仙
北
市
議
会
定
例
会
で
、

門
脇
光
浩
市
長
が
平
成
29
年
度
の
施
政
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
一
部
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

3 2Semboku  City  Public  Relations広報せんぼく


